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網膜疾患モデルメダカ系統の作出と解析
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網膜の光センサー分子であるロドプシンの遺伝子変異が網膜の形態や機能に及ぼす影響を明らか
にすることを目的として、ゲノム編集法によりロドプシンを欠損したメダカ系統を作出した。ロドプシン
欠損メダカの網膜には正常な桿体視細胞はみられず、一部の錐体視細胞の形態変化と増加がみら
れた。ロドプシン欠損メダカでは明所においても、顕著な視覚反応低下がみられた。ロドプシン欠損メ
ダカは、暗所での視覚が失われているだけでなく、視覚機能に広範な異常が生じており、網膜疾患研
究のモデル動物として利用できることが期待される。

・メダカの眼の構造や眼が作られるしくみ、
視覚の基本メカニズムはヒトと共通である。
ヒトにおいて、ロドプシン遺伝子の変異は、
網膜色素変性症（Retinitis Pigmentosa）の
原因となることが知られている。
・メダカには多くの近交系があり、飼育が容
易で、1世代にかかる時間が数カ月と発生が
早いため、発生研究や分子遺伝学解析、行動
解析に適している。
・当研究室では、メダカ卵への顕微注入法を
独自に開発し、胚への遺伝子導入やゲノム編
集の実績がある。
・当研究室はメダカを用いた網膜研究におい
て、長年の研究実績があり、眼科学分野で権
威ある国際学術誌に論文発表を行っている。

・開発段階
現在、ロドプシシン欠損メダカの病態の詳

細な解析を行っている。ロドプシン以外の視
覚機能に関わる遺伝子の変異体作製にも着手
している。

・適応分野/用途
網膜疾患研究の新しいモデル動物としての

利用が期待される。
メダカは、動物愛護の観点から、マウスな

どの哺乳類に代わる実験動物として注目され
ている。また、化学物質や薬剤の毒性試験や
創薬スクリーニングに適した性質を備えてい
るため、創薬分野での応用が期待される。

ロドプシン欠損メダカの行動解析: 視運動反応
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視運動反応は動物が視野を一定に保つように運動する性質のことで、この性質により魚は水流中で定
位置を保つことができる。野生型メダカを丸い水槽に入れ、周囲の縦縞模様を回転させると、視運動
反応により縞模様の動きに追従する。ロドプシン欠損メダカは明確な視運動反応を示さない。

視運動反応解析装置


